
鳥取市民体育館再整備事業に係る優先交渉権者の決定について 

 本市では、 取市 体育館をＰＦＩ方式により再整備するため、令和元年５月１３日
から１２ ３ まで 間事業者の提案募集を ったところ３グループからの応募があり、
学識経験者等で構成する 取市 体育館再整備業務企画提案選定委員会の審査を経て、
下記の事業者を優先交渉権者として決定しました。 

記 

１ 優先交渉権者  
  １）代表企業 株式会社合人社計画研究所 
  ２）構成企業 有限会社アーキテック、株式会社安藤・間、こおげ建設株式会社、株

式会社藤原組、美津濃株式会社、ミズノスポーツサービス株式会社 
  ３）協力企業 株式会社昭和設計 

２ 提案価格 ５，４９９，９８６，４７９円（消費税及び地方消費税相当額を含む） 
       ※体育館の整備費と１５年間の維持管理運営費の合計 

３ 審査結果 
  優先交渉権者 ６１３．１点 
  次点     ６０２．８点 
  ３位     ４７８．２点 

４ 今後の事業スケジュール   
  令和２年１月中旬  審査講評等公開、基本協定締結 
       下旬  仮契約の締結（予定） 
     ３月下旬  ２月定例会議決後、事業本契約の締結 
     ４月１日  事業開始 
    １２月    現市 体育館供用終了 
 令和３年１月    解体工事着手 
  令和５年６月    供用開始、維持管理運営（令和２０年３月３１日まで） 

記者発表資料 

令和２年１月１０日 

担当課 

(担当) 

生涯学習・スポーツ課 

 神谷 康弘 

電 話 30-8428（内線2144） 



事業実施提案書 概要（抜粋） 

暮らしに溶け込み、愛され続ける “Ｍｙ・Active・Ｈｏｍｅ 鳥取” 
市民のスポーツ振興とともに、「日々の生活の一部として多様な活動の場」を提供することで、市民に寄り添い、
市民の「豊かな暮らし」と「誇り」を育むための事業として、本事業を位置づけます。 

事業取組方針

本施設の特性と市のニーズを適切に理解して本事業の目的を実現していきます。 

以上の理解から、当グループは、「市民（Ｍｙ）」の暮らしの一部として気軽に立ち寄れる「生活の場（Ｈｏｍｅ）」、
「多様な活動（Ａｃｔｉｖｅ）がかなう場」として「市民に寄り添う事業」とするため、このコンセプトを掲げます。     
そして、以下の４つの「実施策」を確実に実践することで、本コンセプトを実現します。 

事業期間に亘り、全ての業務において、地元企業の「藤原組」「こおげ建設」「アーキテック」をはじめとする、
地域の人材・知見を最大限活用し、地域との「絆」を重んじ共に歩むことで、日々の生活の一部としてあらゆ
る市民から利用いただける体育館を実現するとともに、「豊かな暮らし」と「誇り」の醸成、「交流・連帯」の活
性化に寄与し、地域の発展に貢献します。 

施設は「機能重視」「シンプル」「コンパクト」を基本とし、体育館実績豊富な「昭和設計」と「安藤ハザマ」が、
地元企業と共同し、「ミズノ」および設計会社でもある「合人社」の運営・維持管理ノウハウを計画上流から反
映することで「気軽な日常利用の創出」と「ＬＣＣ低減」を実現します。 

立地特性を踏まえ、「かさ上げ（ピロティ）」、「スロープ（国道53号線との接続）」、「避難安全検証法の大臣
認定取得」等により「災害緊急対応・バリアフリー」に万全を期します。さらに「ピロティの有効活用（多目的広
場）」、「多目的室の拡充（サブアリーナ）」、「建物・敷地を一体とした回遊空間（コミュニティループ）の創出」
等を行い、「豊かで長閑な風土に調和」した「暮らしに溶け込む施設」とすることで、「する」・「みる」・「ささえる」
誰にとっても、「快適」・「安全」・「安心」な施設を実現します。 

「ミズノ」が、日常生活の延長線上でいつでも誰でも気軽に体を動かし、語らいを楽しめる多世代・多志向・
健康増進等のプログラムを展開することで、市民スポーツの推進に寄与するとともに「暮らしに身近な多様
な活動拠点」を実現します。 

さらに、ピロティ（多目的広場）・サブアリーナ（多目的室）も有効活用した独自イベントによる「新たなアクティ
ブフィールドの創出」と、「地域交流・にぎわい創出」の２つを軸とした自由提案事業を実施するなど、多様な
運営サービスを展開することで、あらゆる世代・利用形態のニーズに応え、誰からも、愛され、親しまれ、未
来・次世代につないでいく事業とします。 

設計・建設・運営・維持管理が一連一体となって、経験と実績に基づく盤石な実施体制を構築し、市とのコ
ミュニケーションを円滑にして各業務を担うことで、鳥取市初となるPFI事業を確実に遂行し、市民から信頼
される事業とします。 

実施策① 「地域との絆を重んじ、市民の豊かな暮らしと誇りを育む」スポーツ・生活拠点

実施策② 「豊かで長閑な風土への調和と気軽な日常利用」を実現する「快適・安全・安心」な施設

実施策③ 「暮らしに身近な新たなアクティブフィールドを生み出す」未来につなぐ事業

実施策④  「市のニーズ・本市初のＰＦＩ事業を確実に具現化」する盤石な体制

暮らしに溶け込み、愛され続ける 
“Ｍｙ・Ａｃｔｉｖｅ・Ｈｏｍｅ鳥取” 



【外観】 

【アリーナ】 



【トレーニングルーム】 

【複数の多目的室】 


